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＜８月末現在＞
●五島市心のふるさと市民数

１７，８７９人
●五島市民数

４１，１３４人

心のふるさと市民の皆様へ

残暑お見舞い申し上げます。
猛暑の夏でしたが、回復されましたでしょうか？
私は ９月４日で市長を辞することになりました。後任は五島市出身の「野口市太郎」氏に決まりました。
大変お世話になりました。
思えば、五島市が誕生して８年、時代の波を受けながら、ふるさと市民の皆様の熱い支援に支えられて懸命に歩んだ

日々でした。
財政状況は合併当初より改善いたしました 負債を１２０億円返済しました 人口減少は続いていますが 五島の特質

心のふるさと市民の皆様へ

財政状況は合併当初より改善いたしました。負債を１２０億円返済しました。人口減少は続いていますが、五島の特質
を生かして、マグロの養殖基地化事業に企業４社が参入して、玉之浦海域奥浦海域で事業展開しています。
五島に自生していた椿、防風林として育てた椿など４３９万本の椿を活用した事業に活路を

見出し、資生堂、クラブコスメチックス社などのパートナーを得て椿製品がブレイクしてまいりました。
五島の島内を電気自動車が走っています。まさにエコアイランドとして稼動し始めました。
椛島では日本初の浮体式洋上風力発電事業の実証実験が開始されました。
未来に向かって飛躍しています。
遠くから、何時も五島市のことを案じてくださっている皆様のお心に応えたいと、

豊かな島の資源を生かした政策を勧めました豊かな島の資源を生かした政策を勧めました。
心のふるさと市民は８月３１日現在１７，８７８人になりました。こんなに多くの皆さんが

五島を応援してくださっていることは私の大きな励みでした。大きな力でした。
『ありがとうございました』
この強い絆が更に未来へ伸びますように！！！
感謝をこめて お別れの挨拶とさせていただきます。

五島市長 中尾 郁子

市外に住む出身者の方々を大切に想う中尾市長の発案で平成18年度に「心のふるさと市民」事務局は設立されました。
ふるさとを離れて都会で暮らす方々に、“ふるさとは変わらず在り続けているのだからいつでも帰っておいで”、“住民票は
ここになくても心は五島に”といつも語りかけてきました。
ふるさとを応援していただいている皆さま、生まれ育った場所ではないけれど五島が大好きだという皆さま、いつもエールを
ありがとうございます。
『新生五島市を健康優良児に育てます。』
九州初 女性市長と 地域振興 発展 渾身 ま た まさ 島市 た九州初の女性市長として、地域振興・発展に渾身しました。まさに五島市の母でした。

冷たいビールが美味しいこの季節！
このほどアサヒビール㈱が「うまい！を明日へ！」プロジェクト第６弾の実施を発表しました。
そのプロジェクトの内容は、『「アサヒスーパードライ」対象商品の売上１本につき１円を五島市が推進する「五島の海岸環境
保全と環境教育活動」に役立てる』というもの

アサヒビールで五島の美しい海を守ろう！

保全と環境教育活動」に役立てる』というもの。
日本の渚１００選にも選ばれている高浜海水浴場をはじめ、美しい海が自慢の五島市ですが、漂着ごみが多いのも実情です。
今回の寄附金は、海岸沿いまで車が入らない場所に船を借り上げて、漂着ごみの撤去を行う費用に活用されます。
対象商品は、
９月上旬から長崎県内の店頭に並ぶ本プロジェクト専用デザインの
「アサヒスーパードライ」の５００ml缶・３５０ml缶・大びん・中びん、
「アサヒスーパードライ ドライブラック」の５００ml缶・３５０ml缶です。
なお、昨年秋に実施された第5弾は４３９万９，５８４本の売上で、４３９万９，５８４円が
同県対馬市の環境保全活動に活用されました

■□イベントのお知らせ□■

◆福江みなとまつり・・・９月２８日（金）～３０日（日）
◆嵯峨島体感ウォーク・・・１０月１３日（土） ※参加申込は五島市三井楽支所地域振興課 TEL 0959-84-3163まで

同県対馬市の環境保全活動に活用されました。
長崎の皆さま、今年の残暑はアサヒビールを愛飲しましょう♪
◎詳細はコチラ↓

http://www.asahibeer.co.jp/superdry/umaasu/



■戦後の県下最大の火災「福江大火」
昭和３７年９月２６日未明、市街地を中心に浜から吹き上げる強風にあおられ、海岸通りから中心商店街に火の手があがり、市役所や
警察署、五島病院、商店街のほとんどが焼失しました。被災戸数は６０４戸、被災世帯は８１１世帯、被災者３，９３６人という壊滅的な
被害が出ましたが、死者が一人も出なかったことは奇跡でした。

あの悪夢から５０年。焦土と化した市街地の再建復興のかげに多方面からのご支援や励ましがあったこと、当時の市民が結集して様々
な困難を乗り越えたことを決して忘れてはなりません。
この体験を次の世代に語り継ぐため 福江大火復興５０周年

福江大火から５０年 復興５０周年記念事業が行なわれます

この体験を次の世代に語り継ぐため、福江大火復興５０周年
記念事業が行なわれます。

◇記念式典 平成２４年９月２６日（水）
◇その他イベント（９月１８日（火）～９月３０日（日））
スタンプラリー、写真パネル展、
商店街共通プレミアム商品券発売など

◎詳細は広報ごとう９月号または五島市ＨＰ

http://www3.city.goto.nagasaki.jp/をご覧ください。 ↑左下に写っているのは福江教会

８月２５日（土）、「第２６回五島列島夕やけマラソン」が開催
されました。
当日は３５℃を超える猛暑日でしたが、鮮やかな夕日と満天
の星空の下、全国３６都道府県から過去最高の３，２８３人
がエントリー、２，６７８人が完走しました。
このイベントは、自家製梅干しや飲み物を用意した地元の

道 魅

夕やけマラソン、無事終了しました
８月２１日伊勢えび漁解禁！
五島の漁師さんと一緒に伊勢えび漁体験＆試食ができます。
五島旅行の思い出づくりにいかが？

◆開催日 ９月８日（土）、２２日（土）、２９日（土）
◆料金 １人３，０００円（約３時間）
◆場所 大浜地区小泊漁港周辺

五島（しま）の漁師体験のご案内

p y g g jp ↑左下に写っているのは福江教会

方たちと沿道で触れ合えるのも魅力の一つ。
参加された選手の皆さま、応援の皆さま、お疲れ様でした。
今年も感動のレースをありがとうございました。
来年２月末に開催されるつばきマラソンへの出場もお待ちし
ています！

[長 崎] 「秋の県産品まつり」
会場：長崎浜屋

物産展のご案内

◆場所 大浜地区小泊漁港周辺
◆予約期限 実施日の７日前まで

∞お問合せ先∞
大浜・増田漁業集落
TEL ０９５９-７３-５２４７／ FAX ０９５９-７３-５２９９

[山 口] 「長崎物産展」
会場：宇部井筒屋

[鹿児島] 「長崎物産展」
会場：山形屋１号館

◆◆◆ふるさと市民を募集しています◆◆◆
平成２７年度までに「定住人口」＋「心のふるさと市民」を１０万人とすることを目標としており、平成２４年８月末現在の
合計は５９，０１３人です。
人・モノ・情報の交流を通して五島市を元気に！皆さまの周りのご家族、ご友人をご紹介ください。
・五島市ホームページ ふるさと市民コーナー http://www3.city.goto.nagasaki.jp/pc/kokorono_furusato/index.html
郵送 ＦＡＸ Ｅ mailで随時受け付けております

（長崎県長崎市浜町７-１１）
期間：９月１９日（水）～９月２５日（火）

会場：宇部井筒屋
（山口県宇部市常磐町１丁目６-３０）

期間：９月２６日（水）～１０月２日（月）

会場 山形屋 号館
（鹿児島県鹿児島市金生町３-１）

期間：９月１９日（水）～９月２４日（月）

【事務局からのお知らせ】
○「ふるさと市民カード」に有効期限はありません。
発行から事情があって脱退（ふるさと市民転出）するまで有効です。

○「ふるさと市民カード」は表記人のみご使用ください。
特典を受ける際にご提示いただいておりますが、表記人本人様以外のご使用は
認めておりませんので ご利用時はご注意ください

・郵送、ＦＡＸ、Ｅ-mailで随時受け付けております。
【パンフレット請求・お問合せ】 五島市役所 豊かな島づくり市長公室まで
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五島市は九州の西の端、五島列島にあります

認めておりませんので、ご利用時はご注意ください。
○転勤などで住所やメールのアドレスなど変更が生じた方はご連絡下さい。
毎月一度の五島からの連絡がない方は、ご連絡ください。

○ふるさと市民の特典を受ける際は、事前に特典提供先にご確認ください。
○コースの変更をご希望の方は事務局までご一報ください。
例：「心の友コース」（年間１０００円）から「メル友コース」（無料）へ変更したい方などです。

五島の情報をwebでお届け！ 五島市ホームページもぜひご覧ください。 http://www3.city.goto.nagasaki.jp
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五島市の統一
ロゴマークです。

《 発 行 》
「五島市心のふるさと市民」事務局
（五島市豊かな島づくり市長公室内）
ＴＥＬ ０９５９－７２－６１２７
ＦＡＸ ０９５９－７４－１９９４
E-mail  furusato@city.goto.nagasaki.jp五島市市章


